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「あなたの夢をかなえるために必要なものは何

ですか ?J看護を学ぶ大学生に問うと,様々な答

えが返ってきますこ「学力J「お金J「集中力」「人

脈J「 ファンクラブヘの入会J・ ・・.「健康」と

いう言葉はなかなか出てきません.健康は,自 己

実現に向かうための大切な資源です.健康の価値

を認識し,健康を保持・増進できる力を高めるた

めには,幼少期から系統性のある保健教育が重要

です=

新学習指導要領では,従前どおり,小学校 3年

生から保健学習が位置づけられています.小学校

保健領域の口標は,身近な生活における健康・安

全についての「知識・技能」,「思考力・判断力・

表現力等」,「学びに向かう力 。人間性等」の観点

で示されましたc「技能」が新たに加わったこと

が改善点ですc小学校では,「′亡ヽの健康Jにおい

てイく安や悩みへの簡単な対処をすること,「 けが

の防 IL」 においてけがなどの簡申な手当てをする

ことが新たに「技能Jに関する内容として位置づ

けられています。また,こ れまでの疾病の予防や

健康の保持増進に加えて,健康の回復についても

触れることとなり,5, 6年 生において,「 自己
の健康の保持l曽進や回復に進んで取り組む態度を

養う」ことが示されました。

中学校でも, 同様に目標に「技能Jが加わり,

「ストレスの対処をすることJ「救急手当てをす

ることJについて,「技能」の内容が新たに位置
づけられましたc「技能Jの指導については, 単

新潟青陵大学

塚原加寿子

に実習を行い,技能としてできるようにするだけ

ではなく, 原理・原則などの「知識・理解Jを伴

った「技能」を身につけることが必要です。また,

内容の取 り扱いについても,小学校及び高等学校

との系統性から「健康な生活と疾病の予防Jが 1

年生から3年生の全ての学年で学習することとな

ります。「疾病の回復Jや 「がんJについても取

り17kう ものとなりました.

平成20年 中教審答中では,「子どもの現代的な

健康課題の解決に向けて,学級担任や教科担任等

と連携し,養護教論の有する知識や技能などの専

門性を保健教育に活用することがより求められて

いる.」 としています。一方,先般行った養護教

論の職務に関するアンケー ト調査では,校長・担

任とも,養護教諭には,救急処置や健康相談など

の「保健管理J,心 身の健康問題や生徒指導上の

P・l題 を抱える rど もへの「ll別の教育的支援」ヘ

のニーズは高く,「保健教育Jへのニーズは低い

傾向にありました.「保健室来室者への対応だけ

でも忙しそうだからJ「授業に出ている間,けが

や体調不良の子への対応が′亡、配」など様々な理山

があると思います。しかし,「授業に出ることで,

保健室経営が変化したっ子どもの健康への認識が

深まった。」と感じている養護教諭もいます,新

学習指導要領では,養護教諭の知識や技能が活か

せる単元が多くあり,すでに先行実施している学

校もあります.養護教諭の力も活用し,学校全体

で保健教育を推進していくことを願っています。
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1 はじめに
VRシ ステム等の進化により,私たちは様々な

仮想現実を体験できるようになったc車 もじきに

自動運転になり,やがてAI中心の世の中で子ど

もたちは生きていくしそんな時代だからこそ,子

どもたちが自らの五感を総動員させ,心 をときめ

かせ,現実の暮らしづくりに熱中していく活動を

大事にしたい。このアナログ的な活動を楽しめる

のが特別活動 (以下特活)の魅力だろうc

2 特活で重要なのは数値か
教育研究の成果を示す際に,その根拠として数

値的評価が求められる。正答率が何%向 L,何 %
の者が技能向上とかである。ところが特活におい

ては、数値的な根拠を示すことが難しいcと かく,

頑張った子どもの姿を示すだけでは不 |^分で,そ

の価値を具体的な数値を根拠に示せと言われる.

そこで,QU調 査などを活用し,個や集団の変容
を具体的な数値で見ようとする試みがなされる.

しかし,そ もそも特活において数値的評価が必

要なのか。日の前の子どもたちと日々格聞してい

る担任が一番求めるのは数値ではない。仲間と共

に熱中する子どもの「姿」が欲しいのだc

3 労多くして
学校での生活は子どもたちが社会性を培う場で

ある。個性と個性がぶつかり合い,様々な問題が

生じる。その問題に対して,話 し合い活動や実践

活動など具体的な集団活動を通して解決を図って

いくのが特活だ。年間指導計画はあっても,その

通りにはいかない。例えば,学級活動の題材が指

導計画上35時間分配当されていたとしても,子 ど

もの実態に即さないなら扱う価値は低い。 Fど も

たちが真に求める題材であれば,た とえ何時間か

けてでも扱うべきだろう。ところが,担任の思惑

通りになかなかことは運ばない。労多くして成果

が見えにくいのも特活である。

4「 あそび」を大事にしたい
多忙化が問題視され,働 き方改革が急激に求め

られている。多忙化に拍車をかけるものをできる

だけそぎ落とし,必要最小限のものを残していく。

時代の流れである。教育計画のスリム化という点

から言えば,筋書きがなく這い回るような活動は,

そぎ落とされる筆頭になりそうだc効率的に時 HHI

を使い,効率的に成果を出すものの対l・IXにあるか

らであるc特活や総合などは,多忙化を招く諸悪

の根源のように思われているかもしれないc

しかし,ハ ンドルの「あそびJの ように,す ぐ

には動作に結びつかないが,安′亡ヽ安全な運転には

絶対に欠かせないものがある。あそびのないハン

ドルほど危険なものはない.子 どもたちの暮らし

も同様で, もしも「あそびJが なかったら,潤い

がなく味気ないものになってしまう.こ の「あそ

びJこ そ特活の大切な役割であるc

子どもたちと共に過ごす時間が確保できなくて

苦慮する担任が多い=し かし,単に時間の確保だ

けでいいのか=子 どもたちと共に熱中する「とっ

ておきの活動Jが学級内に′自、づいていれば,その

活動の活性化のために,何 としても時間を確保し

ようとする=も しかするとその時間は,一見実に

効率悪く写るかもしれないcち ょっと進んだと思

ったら逆戻り,協力し合ったと思ったら反発の繰

り返し.筋書きが書けないのだから, 自i進だけで

ないのは当然だっしかし,そ こには子どもの主体

的な学びがあり,互いに支え合う優しさがある。

5 おわりに
野菜嫌いの子どもでも, 自分で汗して作った野

菜は美味しい。自分で釣った魚も旨い。同様に,

自分たちで苦労して創り上げる学級生活は,何 も

のにも代えがたい宝物になる。目の前で生起する

様々な問題を,「今が成長のチャンスだ」と思え

るようになりたいものである.
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新潟教育研究所 研究員

熊 倉 忠 夫

日本初の公立小学校小千谷小学校の開校
について～聞米庇畠晨の戦い～

昨平成29年 (2017'10月 1日 ,小千谷市立小千

谷小学校は開校150周年を迎えた。公の小学校教

育の開始は明治 5年の学制からなのでおかしいの

ではないかと思われる方々が多いであろう。しか

し,小千谷小学校こそ日本初の公立小学校なので

ある。その開校のいきさつを述べてみよう。

1 小千谷という土地柄
江戸時代中期から小千谷縮の取引で,小 T^谷は

江戸や京・大阪と交流があった.富裕な商人も多

く,それに伴って神南誠敬,廣川晴軒,佐藤雪山

などの学者を輩出した学問好きの上地柄である.

この地を訪ねたり,移 り住んだ文化人も多い。

小千谷は江戸時代末期,会津藩の支配 下にあっ

た,慶応 4年戊辰戦争初めころ,小 T^谷の有力者

は会津藩に3,750両 もの資金を課され,そ れに応

じたっしかし,庄屋の佐藤半左衛門, これから述

べる山本比呂伎は勤上の志をもっており,雪峠の

戦いで勝利した新政府軍進人の折は出迎え,その

宿営地の役を果たした。新政府を支持する立場を

とったわけである。そのような中で河井継之助と

岩村精一郎による慈眼寺談判,その決裂によって

長岡戦争が行われたのである。

2 学校創営の建自書  1回 目
慶応 4年 8月 ,長岡戦争敗北直後,縮教商人の

末裔である山本比呂伎は当時の柏崎県知事に小学

校倉」営の願いを差し出した。小千谷に流れ込んだ

長岡藩の子弟の見るに忍びない窮状から発したも

のだったc山本の論理は次のようである。

新政府の現今の重要課題は,人材育成 と明
::,:':

倫仙救 (人々を憐れみ救うこと)にある。

↓

長岡藩の子弟が哀れにも放置されている.

↓

かれらを近郷の子弟とともに教育したい.

国に役立つ人材を育成することができる.

↓

そのために公の学校をつくりたい。是非認

可を.5か年の内に千両を寄付する.

3 2回目の建自書 明治元年9月
ひと月たっても認可が下りないので再度の建白

書を差し出した。(9月 8日 ,明治と改元された。

その後である)

長岡藩の子弟は飢えに泣き,野にさまよっ

ている.寒い冬を迎え,救 うのは急務である。

↓

かれらは天下の益人,敵味方の差別ない同
じ子どもであるc徳性を育てたい.

↓

かれらと共に地域の子弟も同じ学校に入れ

教育を受けさせたい.よ い方に感化される.

2つの建向書は熱のこもった,かつ,教養に満

ちあら、れた文章である。特に2回 日の建白書には

中国古典の『易経』『書経』『孟子』『ネL記』を縦

横に引用し論を進めている。県知事は大層驚いた

ことであろう。一介の町人の文章である.

ついに,10月 1日 (太陽暦11月 14日 ),県から

学校設立の認可が山本のもとへ届いた。

4 なぜ公の学校なのか～山本の真意～

山本は地元小千谷の子どものために公の学校を

つくってほしいと県に直接願っても聞き届けられ

ないと分かっていた。では,どうするか.

長岡藩の子弟の窮状を前面に出し,彼 らを教育

することを熱心に訴えた。新政府が,敗北した敵

である藩の子弟を寛人に扱えば,新政府の仁政を

人々に力tし ,民心を安定させることができ,ひい

ては新政府のためになると考えたのである.

そのことを具体的に表すものは,敵味方の差別

なく,だれもが入れる公の小学校設立であった.
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十日町・ T‐手小学校の校内研修会にお招きいただ

いた。学習指導要領の改訂を念頭に置いて「学力向

Lと 授業改善Jを テーマに 1時間ほど話しをしてほ

しいとのことであった。会場に入るなり,先生方の

真剣な表情に圧倒されたc学校現場では,最 もホッ

トな課題になっていることを感じた.

■校内研修会で話したこと

1「アクティブ・ラーニング」の求めるもの
学校現場の努力により,国際比較では,日 本の子

どもの学力は世界 トップレベルを回復した。にもか

かわらず根本的な授業改善が叫ばれている.今次改

訂の指導理念である「アクティブ・ラーニングJ

(能動的な学び)が :li張 されるその背景とその先に

備わってくるものを,ま ずは確認しなければならな

<背景にあるものとは>
。「学習への動機付けや社会との連関, 自己肯定感

の低さJへの危機感→「自信と意欲を持たせる教

育へと学習の質を転換せよ」との強い期待

<その先に備わってくるもの>

● 他者と協働しながら「正解のない問題Jに対応
する力

学力向上と授業改善
～アクティブ・ラ…ニングを視点として～

荒 木

● 知識・技術を活用しながら新しいものを創り上

げていくような力

● みんなが納得する解,みんなが最適と思う解を

導き出していくような力

2 研究体制の充実
新しい時代の新しい授業への挑戦である.求める

授業をイメージし,自分の研究教科から授業像を固

めよ。授業公開を通して提案せよ.互いの良さを取

り入れよ.そ して,型を求めて型から出よ。そのた

めにも,研究全体計画に基づく全校体制での収組だ

けでなく.個人研究計画に基づく li体的なりF究推進

を重視し,推進状況を公開することを大切にするこ

(1)全校体需1での取組

校 長 :自 校の課題とビジョンのHLl確化
研究主任 :授業イメージ,ボ トムアップの研究

教諭等 :ミ ッションの自覚 研究主題の共有 等
(2)個別の研究計画

個人りF究計画の作成～千りF究 li任 との相談

年間研究開発単元と授業公開の計画 等
時代が変わっても教材研究は教師の基礎基本.子

どもを見つめる日はさらに磨かなければならない.

研修は意欲を持って教師を続けるための原点である

ことを胸に,一歩の歩みを大 L7」 にしたい。

十日町市立千手小学校 身 聡 士心

「主体的・対話的で深い学びJの具体と,その

ような学びが求められるようになった背景につい

て,詳 しくお話くださいました。アクテイブ・ラ

ーニングが,「やるべきもの」から「やりたいも

のJへと変化していく私がいました。

「研修は意欲を持って教師を続けるための原点

である。Jと いう言葉が′さに染みました.明 日の

授業に向かって,勇気をいただいた講義となりま

した。

新潟教育研究所

教育ア ドバイザー

蟷教育アドバイザーを要請して
平成29年 5月 12日 (金)に荒木正様より「学力

向上と授業改善」をテーマにご講義をいただきま

した。
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